
第６章 計画の推進に向けて 

第１節 計画の推進に向けた成果指標の設定 

今後も高齢化が進行する中、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、

地域包括ケアシステムの深化・推進に向け、本計画において６つの計画目標を設定しています。 

本計画の目標達成に向けて施策を推進するに当たって、その成果を図るための指標を下記の 

とおり設定します。 

 

指標項目 指標の考え方 
現状 

令和２年 

（2020） 

目標 

令和５年 

（2023） 

地域包括支援センターを知って

いる人の割合 

包括ケアシステムの中核機関として、

高齢者の総合相談支援の機能を有する

地域包括支援センターのことを知って

いる人の割合（第１号被保険者） 

68.6％ 
 

外出頻度が少なく、閉じこもり

傾向がある人の割合 

介護予防・健康づくりに係る取組の進

捗を把握する指標（第１号被保険者） 
20.7％ 

 

地域活動に参加している人の割

合 

高齢者の社会参加の状況を把握する指

標（第１号被保険者） 
64.0％ 

 

認知症に関する相談窓口を知っ

ている人の割合 

認知症に関する困りごとについて、相

談窓口を知っていることで、抱え込ま

ずに安心して暮らし続けるための意識

を把握する指標（第１号被保険者） 

29.5％ 
 

 

住んでいる地域が暮らしやすい

と思う人の割合 

 

住み慣れた地域で暮らし続けるために

地域の暮らしやすさの意識を把握する

指標（第１号被保険者） 

81.1％ 
 

人材の確保状況について、確保

できている事業所の割合 

介護人材不足の軽減に向けた取組の成

果を把握する指標 

（介護保険サービス事業所） 

59.7％ 
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